
会計課

予算係

2236

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B22
留置施設管理運営費 警察費 警察活動費 一般活動費

宣言項目   

分野施策 020410 防犯対策の推進と捜査活動の強化

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　　なし

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金 諸 収 入

決定額 0 84,769 △84,769 334,187

現計額 334,187 77,423 301,860 △45,096

令和 2年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

警察活
動費

事 業
期 間

昭和29年度～ 根 拠
法 令

警察法、刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律、
被疑者の留置に関する規則

　　法令により、警察の留置施設に留置された者の拘禁
　及び処遇並びに留置施設の適正な管理運営に要する経
　費

　(1) 償還金の増額に伴う財源更正　      　　

 (1)  事業内容　　　　
　　ア　被留置者食糧費　　　　被留置者に対する1日3食分の経費　　  　　
　　イ　被留置者医療関係経費　被留置者に必要な医療上の措置に係る経費　　
　　ウ　留置施設管理関係経費　留置施設の適正な管理運営に係る経費 　　　
　
 (2)  事業計画
　　　被留置者の逃走、自殺、通謀及びその他の罪証の隠滅等を防止し、かつ、被留置者の健康及び留置施設内の秩序を
　　維持する。
　　　
 (3)  事業効果
　　　被留置者の処遇の向上、留置施設の適正な管理運営及び捜査活動の適正かつ効果的運営を図ることができる。
　　 【被留置者収容実績】　　　
       ・平成28年度　代用刑事施設　177,793人、警察留置　10,142人、計　187,935人
　　　 ・平成29年度　代用刑事施設　170,199人、警察留置　10,212人、計　180,411人
       ・平成30年度　代用刑事施設　167,727人、警察留置　 9,600人、計　177,327人

 (4)  補正予算の概要
　  　償還金の増額に伴う財源更正

　（国5/10・県5/10）、（県10/10）

　　普通交付税（単位費用）
　　（区分）警察費　（細目）警察活動費
　　（細節）一般活動費
　　（積算内容）都道府県警察費補助金対象経費

補正後の
予算額

― 警察本部 B22 ―


	予算見積調書 (2)

